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産学連携グループ：（株）LIXIL 井須 紀文 
B01-3 班：産業技術総合研究所 穂積 篤 
 

「日本化学会第 93 回春季年会」を終えて 
 
 3 月 23~25 日に立命館大学びわこ・くさつキャンパスで開催された日本化学会第 93 回春
季年会に参加した。アドバンス・テクノロジー・プログラム（ATP）の中の「自己組織化技
術、融合マテリアルが支えるバイオミメティクス研究の最前線」を中心に聴講した。下村新
学術領域に関係するセッションは、23 日の「生物から何を学ぶか」と 25 日の「持続可能性
に向けて」の 2つで、前者は 10 件（基調講演 1件、招待講演 1件、依頼講演 8件）、後者
は 4件（招待講演 4件）、計 14 件の講演があり活発な質疑、討論が行われた。    
   
3月23日 
・「生物に学ばざれば工学は科学に非ず」下澤楯夫氏（北大名誉教授） 
 イカの巨大神経軸索の研究をベースにオットーシュミットにより開発されたシュミットト
リガー回路（陰極結合三極管回路）は、三極真空管の開発（1906年）から32年後、アメン
ボの表面構造を模倣したゴアテックス（防水透湿性素材）は、YoungやLaplaceの研究から
200年も後に開発されたという。「工学は生物の技術（生きる仕組み）を全く別の回り道を
して再発見したに過ぎない」、「工学に合成理論はない、生物は１億年前にその技術を確立
していた」というコメントに、改めて生物学を工学に取り入れること（生物規範工学）の重
要性を痛感した。 
・「自己組織化ナノ電子機能とフレキシブル医療デバイスへの応用」関谷毅氏（東大院） 
 自己組織化単分子膜をゲート酸化膜に利用した多チャンネルな生体用フレキシブル電子デ
バイスの開発とその有効性についての講演が行われた。フレキシブル電子デバイス（温度セ
ンサー、圧力センサー、酸素濃度センサー）の柔軟性を利用して、医療用カテーテルや人体
内外に装着することで様々な生体信号（例えば、血管中の酸素濃度、心筋シグナル、腫瘍や
血管の圧力等）の測定が可能になった。 
・「やわらかいロボット」山口智彦氏（産総研） 
 産総研で進められているやわらかいロボット開発のコンセプトについての講演が行われた。
やわらかいロボットの開発には、群（群れ）機能、記憶演算、通信、アクチュエーター、セ
ンシング、エネルギー変換、材料のしなやかさ等、様々な要素が必要である。コアテクノロ
ジーとなるソフトアクチュエーターは、化学エネルギー駆動なので静音、サイズに比例した
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力が出るので軽量化が可能、壊れても環境に優しいというメリットがあるという。 
・「ウイルスの自己集合に学んだペプチド材料の構築」松浦和則氏（鳥取大院） 
 合成化学によって、ウイルスの球殻構造をいかに構築するかについて講演が行われた。球
殻構造構築には自己集合と対称性が鍵となる。ウイルス由来の短鎖合成ペプチド（β
-Annulus）によるナノカプセルの作成事例や、そのナノ空間への DNA やタンパク質の導入
技術、着せ替え（外側の高機能化）技術の紹介があった。 
・「自己組織化ペプチドを用いるナノファイバーの構築」三原久和氏（東工大院） 
 βシートペプチドを用いたナノファイバーの合成手法とその応用について講演が行われた。
βシートペプチドのデザインにより、捩じれたファイバー、テープ状ファイバー、ナノチュ
ーブができるという。ナノファイバー表面の機能化（金ナノ粒子やタンパク質の選択析出）、
細胞の足場材料への応用技術が紹介された。 
・ 「昆虫の脚の付着機能：発生生物的アプローチ」木村賢一氏（北教大札幌） 
 昆虫の脚には Hair 状パット、Smooth 状パットの 2種類あり、研究対象の黄色ショウジョ
ウバエの脚は、毛管現象や分泌液の粘性により接着するウエットタイプのフットパットを持
つ。そのフットパットの形成過程におけるアクチンの役割を発生生物学的アプローチにより
解析し、その形成メカニズムを明らかにした。 
・「自励振動高分子ゲルの創製とバイオミメティクス材料への展開」吉田亮氏（東大院） 
 自励振動高分子ゲルを用いた、アクチュエーター、輸送媒体、機能性流体への応用につい
ての講演があった。チューブ状の自励振動高分子ゲル内で CO2ガスやラテックスビーズの輸
送事例、ポリマーブラシによるゲル表面の改質技術等が紹介された。 
 
3月25日 
・「光で駆動される界面膜の配向作用と形態発現」関 隆広氏（名大院工） 
 光による液晶組織状態や配向のスイッチング、構造組織化に関して、グラウトを用いた高
度な高分子配向制御など最新の研究成果をはじめ、光によって誘起されるフォトメカニカル
効果、光配向、相転移、相分離、移動などの現象とその工学的な応用に関するトピックスが
紹介された。 
・「ソフト界面の濡れ、摩擦特性の精密制御」高原 淳氏（JST ERATO、九大先導研） 
 材料表面に固定化した重合開始材を起点に、高分子鎖を成長させたポリマーブラシは、従
来の手法に比べて表面のポリマー密度が高く、強固に結合されているため耐久性が高いとい
う特徴を持つ。ポリマーの分子設計による超親水、トライポロジー、機能性ナノ粒子など高
機能化に関する研究成果や産業応用についての最新トピックスの紹介が行われた。 
・「可逆的犠牲結合による多機能ゲルの設計と創製－高靱性・自己修復・形状記憶－」龔 剣
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萍氏（北大院） 
 ハイドロゲルは生体親和性、極低摩擦性など固体材料にはないユニークな機能を持つが、
脆くて壊れやすい欠点もつ。その欠点を克服するために犠牲結合を導入したダブルネットワ
ークゲルの創製についての紹介が行われた。様々な犠牲結合構造をデザインすることで高靱
性に加え高機能化を実現しており、物理結合を可逆的な犠牲結合として導入した形状記憶性
を示すゲルなどの最新研究成果の紹介も行われた。 
 
 産学連携を目指したオープンセッションであるＡＴＰの締めくくりに相応しい最後のトピ
ックス「持続可能性に向けて」では、仁連孝昭氏（アスクネイチャー・ジャパン）、馬奈木
俊介氏（東北大院環境）、井須紀文氏（LIXIL）、佐野健三氏（積水インテグレーテッドリサ
ーチ）の 4 件の講演が行われ、自然科学・工学がどのように社会に還元されているかの現状
と将来の社会像についての議論が繰り広げられた。ただ、学会最終日の午後のセッションで
あったためか、これから生物規範工学の概念を担って欲しい学生の姿がやや少なくなった事
が残念であった。 
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産学連携グループ：（株）日立製作所 日立研究所 

宮内 昭浩 
 

１３－１バイオミメティクス研究会レポート 
 

２０１３年６月２０日に１３－１バイオミメティクス研究会は「バイオミメティクスの国
際標準化」をテーマに産業技術総合研究所（産総研）の臨海副都心センターで講演会を開催
した。今回は ISO/TC266 バイオミメティクス国内審議委員会との共催であった。 
プログラムは，第一部は ISO Biomimetics TC266 国際委員会の報告，第二部は「知識基

盤の構築と産学連携にむけて」をテーマに，産官からの講演頂く二部構成であった。 
バイオミメティクス研究会代表の東北大，下村正嗣教授からのご挨拶の後，２０１３年５

月２２，２３日にフランスのパリ郊外にあるサンドニ市で開催された第２回 ISO 
Biomimetics TC266 国際委員会の状況が報告された。ISO Biomimetics TC266 国際委員会
には四つのワーキンググループ（WG）が設けられており， WG1 に関しては，産総研ナノ
テクノロジー戦略室の関谷瑞木氏が状況を報告した。 
WG1 は，“Terminology and methodology”を対象としている。即ち，「何を標準化するの

か？」が対象であり，バイオミメティクスとは何か，の議論が重要となっている。幹事国は
ドイツで，キーワードは sustainability になっている。実務ベースでは，例えば韓国が接触
角の測定に関する標準化を提案準備中であり，正式に取り上げられれば韓国政府の支援が開
始されるであろう，とのことであった。 
WG2 は”Biomimetic materials, structures and components”を対象としており，物質・

材料研究機構の細田奈麻絵氏から状況が報告された。議長にベルギーのホルナート氏，プロ
ジェクトリーダに細田氏が選出された段階で，本格的な議論は次回以降という状況である。
ただし，既に，バイオミメティクス製品としてのガイドラインを示そうとしており，ポイン
トは，製品の開発過程において生物的なアナロジーとその抽象化の工程が含まれているか，
である。単純に「生物からヒントを得た」ではなく，製品化に至った開発過程において，所
定の思考ルートを経たか否かが，バイオミメティクス製品としての認定基準になる可能性が
あり，企業としては重要視すべき議論がこれから開始されるであろう。 
WG3 は”Biomimetic structure optimization”が対象で，産総研ナノテクノロジー戦略室

の阿多誠文氏が状況を報告した。この WG では，既にドイツ技術者協会（VDI）が作成した
ガイドラインがたたき台となり，２０１１年３月の「ISO BIONIK」で最適化アルゴリズムの
標準化が検討され，現在は，学術的な視点からワーキングドラフトの校正作業が進められて
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いる。 
WG4 は日本が新たに提案した WG で，日本が幹事国となった。対象は”Knowledge 

infrastructure for biomimetics”で，北海道大学情報科学研究科の長谷山美紀教授が報告し
た。バイオミメティクスでは，生物学，工学の各分野の融合が前提となるため，異なる専門
分野で関連する用語の共通化（シソーラス）と相関マップ（オントロジー）の規格化を進め
ることになる。 
第二部では，始めに「ビッグデータ時代の新たな価値創造」と題し，JST シニアフェロー

の奥和田久美氏のご講演があった。ビッグデータは最近，良く耳にする言葉であるが，科学
や大学教育を大きく変貌させるであろう，その見えざる革新的動きに言及され，大変，示唆
に富んだご講演であった。特に，これまでの科学が，「観察」から「解明」へと進み，「シミ
ュレーション」の段階に来ているが，桁違いの知識を迅速に得られる現代は「第４のパラダ
イム」と呼べる次元に移行しており，科学の世界に変革を起こしつつある点は，参加者一同，
大変，刺激を受けた。また，膨大な知識を誰もが迅速に検索できる現在においては，アカデ
ミアの立ち位置が変革を余儀なくされ，洞察できる能力が次のアカデミアにとって重要にな
る点なども興味深い内容であった。既に米 NSF での研究評価基準が本年１月に改定され，「知
的メリット」と「より幅広いインパクト」が等しく評価されることとなった点も，時代の変
革点を予感させる。 
次いで，JST 情報企画部の恒松直幸氏が「異分野融合を支える知識情報基盤」と題し， 異

分野融合に適した検索とは何か，シソーラスの構成，JST が運用している J-GLOBE の使い
方などが紹介された。特にオントロジーの構成の難しさが述べられた。 
また，（株）積水インテグレーッテドリサーチの佐野健三氏から「産業界との連携」が講演

され，今年で１２回目を迎える「自然に学ぶものづくり研究助成プログラム」の紹介や産と
学の使命の違いから生じる連携の難しさが述べられた。 
最後に帝人（株）の平坂雅男氏が「バイオミメティクスの産業利用促進―政界動向と日本

の課題―」と題し，欧州企業のバイオミメティクス製品，特許の状況や人材育成プログラム
が紹介された。欧州や中国，韓国はバイオミメティクス分野で産学連携が進み始めており，
日本もコンソーシアムの構築が必須な状況であることが述べられた。 

（（株）日立製作所日立研究所 宮内昭浩） 
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【新聞・報道】 
 
１） 2013 年 02月 2７日 日経新聞 

2013 年 2 月２7 日付の日経産業新聞で生物模倣技術関連記事が掲載されま
した。北大名誉教授の下澤楯夫先生が撮影した写真が紹介されました。 

 
２） 2013 年 03月 06日 月刊事業構想 4月号 

月刊事業構想 4 月号 巻頭特集「バイオミミクリーは世界を救う。」に石田
秀輝先生（C01班）のインタビュー、赤池学先生（総括班評価グループ）の
対談と、細田奈麻絵先生（B01-3 班）、石井大佑先生（B01-2 班）の研究
成果、などが紹介されています。 

 
３） 2013 年 03月 08日「ライブ北海道」 

2013 年 3月 6日(水)18:40 放送の「ライブ北海道」（NHK総合札幌）にて、
北大総合博物館の特別展示（ネイチャーテクノロジーとライフスタイル展）
が紹介されました。北大総合博物館の大原昌宏先生が生放送で、ネイチャー
テクノロジー、バイオミメティクスの紹介をしました。 

 
４） 2013年03月18日 化学工業日報 

2013年3月18日付の化学工業日報で下村政嗣先生の記事が掲載されました。
「自己組織化技術、融合マテリアルが支えるバイオミメティクス研究の最前
線 生物・化学融合の新学術領域確立へ」 

 
５） 2013 年 04月 17日 サイエンスポータル 

科学技術振興機構のサイエンスポータルにおいて、SciencePortal 特派員 
成田優美さんによる、北海道大学総合博物館「バイオミメティクス市民セミ
ナー」の紹介が掲載されています。 

 
６） 2013 年 4月 19日 日刊工業新聞 

2013 年 4 月 19 日付の日刊工業新聞で長谷山美紀教授（北海道大学）の記
事が掲載されました。「類似画像の検索が”気付き”を与える」 

 
７） 2013 年 04月 23日 サイエンスポータル 

溝口理一郎先生（A01-1 班）の「バイオミメティクス市民セミナー」での公
演がサイエンスポータルで紹介されています。「異分野情報を融合する『オ
ントロジー工学』」 

 
８） 2013年04月24日 Nikon Today vol.79 

2013年4月24日付のNikon Today vol.79(インターネット記事)で下村政嗣
先生の記事が掲載されました。「生き物に学ぼう。Lesson 2 生物の構造に
学ぶ」 
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９） 2013年05月07日 Newton 
2013年5月7日付のNewtonで細田奈麻絵先生の記事が掲載されました。「空
気の泡を利用して水中を歩く」 

 
１０） 2013年05月21日 日刊工業新聞 

2013年5月21日付の日刊工業新聞で下村政嗣先生、長谷山美紀先生の記事が
掲載されました。「2013年5月22，23日にパリで開かれる国際標準化機構
のバイオミメティクス(ISO/TC266)の会合で、バイオミメティクスのデータ
ベース(DB)に関する規格づくりの作業部会(WG)設置を、東北大学教授 下
村政嗣氏と北海道大学教授 長谷山美紀氏が正式提案する。」 

 
１１） 2013年05月23日 日科技連ニュース 

2013年5月23日付の日科技連ニュースで石田秀輝先生の記事が掲載されま
した。「地球環境を考えたものつくりのかたち」 

 
１２） 2013 年 05月 31日 サイエンスポータル 

北海道総合博物館で開催された「バイオミメティクス市民セミナー」がサイ
エンスポータルで紹介されています。 

 
１３） 2013年06月5日 研究開発の俯瞰報告書（２０１３年） 

科学技術振興機構の研究開発戦略センターが発行した「研究開発の俯瞰報告
書（２０１３年）」にバイオミメティクスに関する調査が掲載されています。 

 
１４） 2013年06月17日 日刊工業新聞 

2013年6月17日付の日刊工業新聞で下村政嗣先生、長谷山美紀先生の記事が
掲載されました。「生物模倣技術、国際標準化へ 日本主導でDB規格作り」 
５月２２～２３日にパリで開催された国際標準化バイオミメティクスＴＣ２
６６国際委員会において、日本から提案した「バイオミメティクス知的基盤」
が採択された。これに伴いデータベースに関する規格作りを行う作業部会が
設置された。」  



 139 

 

 

 

 

 

 

 

アウトリーチ活動 



 140 

 
【アウトリーチ活動報告】 
 
１） バイオミメティクス国際標準化ニュースレター 
 高分子学会バイオミメティクス研究会は、ISO Biomimetics TC266 の国内審議委
員会の機能も持っています。 また、「生物規範工学」のミッションの一つに、バイ
オミメティクス国際標準化を通じて我が国の国際競争力を高める（C01班、総括班）
ことがあり、高分子学会とも連携して国際標準化に関わっています。 

 
２）「エコで粋!? 自然に学ぶネイチャー・テクノロジーとライフスタイル展」 
 1月22日から北海道大学総合博物館で開催されておりました「エコで粋!? 自然に
学ぶネイチャー・テクノロジーとライフスタイル展」と、 展示会併設の「光るどろ
だんごワークショップ」が3月17日に終了しました。 4月6日に綜合博物館で行われ
た「バイオミメティクス市民セミナー」の会場において、 「光る泥団子」の優秀作
品に対し、LIXIL賞、博物館賞ならびに市民セミナー賞の表彰をいたしました。 

 
３）「役に立つ生き物展」 
 穂積篤先生（B01-3班）が開発した超はっ水金属が、山梨県にある北杜市オオムラ
サキセンターにて開催された「役に立つ生き物展」（２０１３年３月上旬～３０日、
４月１日～４月２１日）に展示されました。試料は当該センターに常設展示されてい
ます。 
 
４）「生物多様性の本箱」～みんながいきものとつながる 100 冊～ 
石田秀輝先生（C０１班）が監修した『すごい自然図鑑』が国連生物多様性の 10 年
日本委員会でおこなわれた「生物多様性の本箱」～みんながいきものとつながる 100
冊～に選定されました。 
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